
た
。二

十
三
年
十
月
に
入
り
本
当
の
ダ
モ
イ
を
知
ら
さ
れ
、
ナ
ホ

ト
カ
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
信
用
せ
ず
、
日
本
の
船
に

乗
っ
て
初
め
て
帰
国
を
肌
で
感
じ
た
。
苦
難
の
果
て
、
酷
寒
の

地
で
不
帰
の
客
と
な
っ
た
戦
友
の
霊
安
か
れ
と
祈
る
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
北
朝
鮮
へ
　 

愛
知
県
　
水
野
四
郎
　 

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
名
古
屋
市
千
種
区
鍋
屋
上
野

町
の
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
、
名
古
屋
市
立
商
業
学
校
に
入
学

し
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
二
月
に
繰
上
げ
卒
業
を
し
て

翌
十
七
年
一
月
に
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
日
本
の
新
天
地
と

言
わ
れ
て
い
た
満
州
国
の
首
都
新
京
（
長
春
）
市
興
安
大
略
に

本
社
の
あ
る
進
和
洋
行
に
社
員
と
し
て
就
職
し
た
。
当
時
の
満

州
行
き
は
国
を
挙
げ
て
盛
大
に
送
り
出
し
て
い
た
の
で
、
そ
の

意
気
に
乗
っ
て
、
家
族
、
親
族
一
同
の
心
温
ま
る
送
別
を
受
け

て
名
古
屋
を
後
に
し
た
。
勤
務
地
新
京
市
に
着
任
し
た
後
、
上

司
、
先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
て
建
設
途
上
の
満
州
国
の
首
都

新
京
市
に
お
い
て
製
材
用
の
鋸
の
販
売
を
す
る
商
社
で
働
い

た
。昭

和
二
十
年
現
地
で
徴
兵
検
査
を
受
け
て
、
同
年
五
月
二
十

日
、
関
東
軍
直
轄
機
動
第
一
旅
団
第
三
連
隊
通
信
中
隊
へ
現
役

入
隊
し
て
、
南
満
州
公
主
嶺
に
あ
っ
た
部
隊
に
入
営
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
訓
練
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
突
然
移

動
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
原
隊
に
は
再
び
戻
る
ま
い
と
告
げ
ら

れ
て
公
主
嶺
駅
ま
で
赴
く
と
、
行
き
先
も
告
げ
ら
れ
ず
貨
車
の

中
へ
押
し
込
ま
れ
た
。
そ
う
し
て
第
一
期
検
閲
が
繰
り
上
げ
ら

れ
た
形
で
や
が
て
戦
場
と
な
る
ソ
連
国
境
の
近
く
へ
と
運
ば
れ

て
行
っ
た
。
着
い
た
所
は
北
朝
鮮
に
近
い
図
們
の
奥
地
に
入
っ

た
山
間
部
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
作
業
は
陣
地
構
築
と
弾
薬
類

の
運
搬
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
七
月
十
五
日
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
て
練
兵
休
を

繰
り
返
し
て
い
る
間
に
終
戦
と
な
り
、
武
装
解
除
さ
れ
た
。
第

三
軍
司
令
部
の
あ
っ
た
延
吉
が
こ
の
地
域
の
日
本
軍
の
武
装
解

除
さ
れ
た
将
兵
の
集
合
地
で
あ
っ
て
、
同
地
に
集
ま
っ
た
将
兵

を
約
千
人
を
一
個
大
隊
に
編
成
し
て
、
徒
歩
で
琿
春
を
経
由
し



て
約
十
日
位
歩
か
さ
れ
て
ソ
連
領
の
ポ
セ
ッ
ト
湾
を
望
む
こ
と

の
で
き
る
ク
ラ
ス
キ
ー
ノ
に
集
め
て
、
日
本
軍
の
将
兵
に
、
こ

こ
か
ら
日
本
に
帰
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ポ
セ
ッ
ト
湾
は
港
が

小
さ
い
た
め
大
き
な
船
が
入
れ
な
い
か
ら
汽
車
で
大
き
な
港
ま

で
移
動
さ
せ
て
船
に
乗
せ
て
日
本
に
帰
す
、
と
言
う
の
で
そ
の

言
葉
を
信
じ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
キ
ー
ノ
ま
で
原
隊
の
者
と
同
一

行
動
を
と
っ
て
き
た
が
、
体
調
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
一
人
他

の
部
隊
に
編
入
さ
せ
ら
れ
、
原
隊
の
戦
友
た
ち
と
別
れ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
頃
に
、
新
た
に
編
成
さ
れ
た
大
隊
の
一
員

と
し
て
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
コ
ム
ソ

モ
リ
ス
ク
経
由
で
ム
ー
リ
ー
に
約
五
日
間
位
か
か
っ
て
到
着
し

て
こ
の
地
域
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
エ
ト
ロ

フ
方
面
か
ら
連
行
さ
れ
た
部
隊
員
で
北
海
道
出
身
者
が
多
か
っ

た
。
収
容
所
の
施
設
は
最
悪
な
状
態
で
、
電
灯
は
な
く
、
暖
房

も
ス
ト
ー
ブ
が
あ
る
だ
け
で
シ
ベ
リ
ア
抑
留
初
め
て
の
越
冬
は

死
に
も
の
ぐ
る
い
の
生
活
で
あ
っ
て
、
一
言
で
言
え
ば
地
獄
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
苦
境
の
中
で
弱
い
体
が
さ
ら
に
悪
く

な
り
、
働
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
こ

の
地
域
で
は
病
人
が
増
え
、
死
者
も
多
数
出
る
た
め
、
昭
和
二

十
一
年
四
月
頃
か
ら
病
人
及
び
体
調
の
悪
い
者
を
集
め
て
貨
車

で
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
経
由
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
か
ら
ク
ラ
ス
キ
ー
ノ
に
至
っ
た
。
こ
の
頃
の
ク
ラ
ス

キ
ー
ノ
の
状
況
は
、
北
方
行
き
の
貨
車
は
満
州
か
ら
持
っ
て
来

た
機
械
類
を
は
じ
め
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
品
を
積
載
し
て
い

た
。
私
た
ち
が
琿
春
経
由
で
こ
の
地
に
連
行
さ
れ
て
集
結
し

た
地
点
は
、
幕
舎
が
散
見
さ
れ
た
が
、
人
影
は
余
り
見
か
け
な

か
っ
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
キ
ー
ノ
か
ら
時
間
を
か
け
て
北
朝
鮮
に
入
り
、

清
津
、
茂
山
、
富
寧
と
移
動
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
頃
に

日
本
窒
素
工
場
の
あ
っ
た
興
南
に
行
き
、
こ
の
地
の
興
南
収
容

所
に
収
容
さ
れ
た
。

収
容
者
の
ほ
と
ん
ど
は
病
弱
者
で
あ
っ
た
た
め
作
業
ら
し
い

作
業
は
な
く
、
浴
場
用
の
薪
運
搬
、
掃
除
作
業
等
の
軽
作
業
で

あ
っ
た
。
食
事
は
少
量
の
雑
穀
の
入
っ
た
雑
炊
と
高
粱
パ
ン

で
、
貧
し
い
食
事
で
あ
っ
た
。
作
業
が
少
な
い
の
で
碁
、
将

棋
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
等
を
し
て
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。

収
容
所
は
病
弱
者
で
充
満
し
て
い
た
が
、
健
康
を
取
り
戻
し

た
者
は
知
ら
ぬ
間
に
ど
こ
か
へ
連
行
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
話
に



よ
れ
ば
再
び
ソ
連
領
に
連
行
さ
れ
て
抑
留
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
頃
、
元
山
に
集
合
さ
せ
ら
れ
て
船
に
乗

せ
ら
れ
移
動
を
始
め
た
が
、
最
初
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
全
く
分

か
ら
ず
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア
で
も
連
行
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
間

に
船
は
佐
世
保
に
到
着
し
て
い
た
。
こ
の
船
は
栄
豊
丸
で
あ
っ

た
こ
と
は
後
か
ら
分
か
っ
た
。

夢
に
ま
で
見
た
日
本
に
生
き
て
帰
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
抑

留
期
間
中
に
死
ぬ
か
と
思
っ
た
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
。
あ
る

時
、
も
う
だ
め
だ
、
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
時
、
昭
和
十
七
年
一
月
日
本
を
出
て
満
州
の
新
京
に
赴
任
す

る
と
き
母
が
渡
し
て
く
れ
た
新
勝
山
成
田
神
宮
の
お
守
り
を
肌

身
離
さ
ず
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
成
田
山
の
お
守
り
の
木
札
を

取
り
出
し
て
切
り
崩
し
て
数
回
に
分
け
て
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
死

期
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
札
を
持
た
せ
て
く
れ
た
母
の

力
と
成
田
山
の
ご
加
護
で
助
か
り
日
本
に
帰
れ
た
の
は
、
言

葉
、
文
章
等
で
は
表
現
で
き
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。

抑
留
記
　 

愛
知
県
　
内
藤
朝
夫
　 

一
、
出
生
か
ら
入
隊

①
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
十
九
日
、
朝
鮮
光
州
市
に

て
出
生
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
三
月
、
木
浦
（
モ
ッ
ポ
）
商

業
高
校
を
卒
業
、
同
年
四
月
南
鮮
電
力
（
郡
山
）
に
勤

務
。
家
族
は
父
母
と
妹
だ
っ
た
。

②
昭
和
十
七
年
七
月
十
六
日
、
静
岡
県
浜
松
航
空
隊
に
現
役

入
営
、
通
信
班
に
配
属
。
当
時
、
装
備
は
良
好
と
思
わ
れ

た
。

二
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
昭
和
十
八
年
二
月
、
当
航
空
隊
通
信
連
隊
は
、
中
支
方
面

の
南
京
、
漢
口
、
徐
州
各
地
を
転
戦
す
る
。
空
中
勤
務
者

に
は
特
攻
任
務
も
課
せ
ら
れ
た
。
行
き
先
は
特
攻
基
地
知

覧
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。




